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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　Northwestem　comer　of　Kyushu，inc1uding　tlle　islands　of　Hirado　and　Ikitsuki，is　main－

1y　composed　of　the　coa1七earing　Tertiary　system，the　Pliocene　Hirado－jima　andesites，the

Hachinokubo　sand　and　gravel　beds　and　the　Kitamatsuura　basalts．And　many　landslides

arefo・ndthroughouttheareast・di・d．

　　The　general　geo1ogy，stratigraphy　and　geo1ogic　structure，and　results　of　investiga－

tion　into　landslides，especially　their　classification　and　mechanism，are　summarized．

　　The　landslides　of　the　area　are　subdivided　into4types　based　on　the　positions　of　s】id－

ing　planes．　Among　them，the“Hokusho”一type1andslides　are　considered　to　be　direct1y

connected　with　recent　crusta1movements．

　　Some　problems　are　proposed　and　discussed　with　regard　to　the｛oreknowledge　o｛the

“Hokusho”一type　landslides　from　the　geologica1standpoin仁
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　　要　　約

　平戸島・生月島を含む九州北西端一帯は，石炭を挾

む第三系とその上に不整合にのっている砂礫層・玄武

岩類とから構成されて拾り，そこに地すぺりが集中発

生している．筆者は，1＝の地域の地すぺりに関し，現

在言でに公刊されたいくつかの調査・研究結果，とく

にその分類・発生機構の解釈結果を抄録するとともに

地質の構成から再検討して，4つの種類に整理した．

その中の北松型地すぺりは，地盤の造構造運動のあら

われと考えられるが，この考えにもとづいた場合の地

すぺりの予知に関連する地質学上の問題を，2・3提

起してみた。
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　1．緒　言’

　長崎・佐賀県に属する九州北西端から平戸島・

生月島にかけての⊥帯は，地すべりの頻発地帯と

してよく知られている・筆者のうち松井は、・

1950年後半から現在咳で引きつづき地域地質

の鍋査研究に従事し，その中でとくに北松浦玄武

岩類と呼ぱれている玄武岩類と，それに付随する

堆枯六類の岩質・形成機構を考察してきた。また

黒円は，1963年以来数1口1にわたって地すぺり

の’」た態を観察し，その結果はそれぞれ公表して来

た．ここでは，北松型地すべりの総合研究が実施

されるのを機会に，従来数々の場所で公刊されて

きた資料に。松井およぴ黒田．牟観察した事がらを

舳昧して北松型地寸べりと地質とめ関連性につい

て総括した結果を報告し．関係諸兄の参考資料に

供したい．

　木稿をf“1するに’rり，長崎・佐賀県下の地すベ

リに閑する各械資料の捉供を受けた長崎・佐賀県

閉係各位に｝い感謝の意を表したい．なお，本研

空の空巾7∫火は，北松型地すぺりの総合研究のた

めに，円．二11防災科学技術セソターが撮影したもの

と，［l11土地理院が撮影したものをあわせ使用した．

　2．地質の幟要

　こ○地域内に露出する地層・岩石は，第三系に

凄

属する杵島層群・相ノ浦層群・佐世保層群・野島

層群・平戸層と，こ牟らの第三系を著しい傾斜不
整合で被覆する八ノ久保砂礫后注1北松浦玄武岩

類，さらに段丘堆積物・崖錐堆積物拾よぴ沖積層　　、

である．

　この地域の第三系には石炭を含む層準があり・

現在も稼行の対象とされているために古くから調

査研究がこの第三系について行なわれて来走．さ

らに北松浦玄武岩類も，その産状が本邦の中では

特異なものであるため，近年ことに注目されるよ

うになつた．これらの研究成果は数多く公表され

ているが，その詳細は本研究報告書の中で他に紹

介されるので，ここでは長浜（1965），

Kurasawa（1965），岩橋（1961a）に
よって言とめられたものを要約して紹介する。

　1）　杵島層群：　　佐々川に沿う狭長な地区に

露出する本地域最下位の地層である・この層群は

全体として下位から杵島・曲川・三川内・早岐・

大塔の5累層に分けられるが。本研究地域では三

川内累層・早岐累層・大塔累層がみられる・各累層

とも砂1岩を主とし，それぞれ1つの堆磧輸廻を構

成する．早岐累層の中部には，凝灰質頁岩・粗粒

凝灰岩・細礫岩の薄層・泥質細粒砂岩などが互層

をなしている部分がある．顕著な石炭層は本研究

　　　　　　　　乃

　　　　　り〆“終妙享淋
々　　　　　8　　写　　　　　へ、㌧洛
　　　　　　　　　　、，鮒。、・㌣v

　　　　　　　　　　　　　　　　　‘．哉
　　　　　　　　“　　3　ド

　　　　　　　　　　　　　　　　図一1　研究地域要図

注1：本文では岩橋（1961a）の定義にもとずいたものだけをこの名称で呼ぴ，その他の砂礫層は北松浦玄武岩類中の

　　砂礫層として一括する．

一40一



北松型地すぺりと地質構造との関連性について一既刊資料による予察的研究

∠ふ㌧！

浄 多、漆

黒田・松井

9

二

■

十

6
　　　　　　’

　　　　　　、

幽o㎞　　　　　　ハ

　　　　　　図一2

　　　　　　　　　　　　凡例

　　　　　　　一一　　　　ノ
　　ー÷■。＝薯三一　　／
　■’庖■1　　痂1
　■、夢一上■ニヨ±二一．1

■讐・r仁　　1・＼
　　　＿一二．三午二．、1」　一一一

　　　1」、r’ノニ

　’w汽

第三系の地質概要図

1．一般の走向傾斜，2．断層，3、平戸層，4．野島層群

5．佐世保層群，6．相ノ浦層群，γ杵島層群

表一1 地層と炭層・凝灰岩との関係

地層名　炭　層　　凝灰岩層
1；口勢層

“；㌃1、＝二111111

保∴＿　　　L1上部柚ノ木層1二松浦三尺L

層　　■二岩石二枚≡一江里凝灰岩

群羊三
　中里層≡一榊木三枚

　　　　　　≡、大瀬五尺＝
　永ノ島累層
相

　　　　　　一川釣層1

ノ㍗　　　　　　；　■

　　　　　　　　　　　　　■　一
　1　　　二　　　　r浦i棚方累層一　　　　　r

層｝
群　　　　　　二
　志田累層＿

　大塔累層杵

島
層早岐累層，

群、

地域にはみられない．

　2）相ノ浦層群：　　杵島層群にひきつづいて

堆積した地層で，大きくみて下位から，白色塊状

岩が優勢で，間に数枚の炭層をはさむ淡水～半か

ん半淡水成層一志田累層，塊状砂岩・砂岩頁岩

互層に礫岩・凝灰質岩などをはさむ海成層を主と

する臼ノ浦累層，じぱしぱ炭層・炭質頁岩をはさ

み主として砂岩・頁岩（または泥岩）の互層から

なる淡水成層一棚方累層，多くの海棲貝化石を

包蔵する粗粒塊状砂岩・礫岩・凝灰質岩が特徴的

な海成層一真申累層，数枚の炭層をはさむ白色

砂岩がちの半かん半淡～淡水成層一永ノ島累層

に分けられる．臼ノ浦累層を除いて各累層中に石

炭が狭まれるが，炭層にはしぱしぱ当時の火山活
動を示す火山砕后岩が伴なわれ，炭層の生成と火

山活動とは密接な関係があるとも考えられる．永

ノ島累層最上位の炭層は大瀬五尺と呼ぱれ，この

研究地域の普遍的な炭層の1つである．

　3）佐世保：　　相ノ浦層群に引きつづいて堆

積した砂岩，泥質岩，拾よぴそれらの互層とから

なる地層で，多くの稼行炭層をはさみ，この地域

の主要狭炭層となっているとともに，分布範囲も

広く“北松型‘’地すべりに対してもその主役とな

っているものである．この層群は，下位から中里

・下部柚ノ木・上部柚ノ木・世知原・福井・加勢

の6累層に分けられ，それぞれの累層のほほ境界

位置直下に，柚ノ木三枚・岩石二枚・松浦三尺・

砂盤・福井一枚と呼ばれる炭層があつて，主要な
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稼行炭層となっている．岩石二枚の上カにある江

里凝灰層はよく追跡されて，東部地域と西部地域

との関係を明らかにする鍵となり，さらに歌ヶ浦

凝灰角礫岩層，本ケ浦凝灰岩層などの顕著な火山

砕層岩層がある・

　佐世保層群は一般に，半かん半淡～淡水成層と

の間にしぱしぱ海棲貝化石を含む比較的薄い海成

層を不規則にはさみ，また炭層と凝灰質岩石との

関係は，相ノ浦層群のようにかなり密接である・

　4）　野島層群：　　地域北西部に分布し，佐

世保層群の上位にある地層で，砂岩，頁岩，砂岩

頁＝岩互層・凝灰岩・凝灰角礫岩・礫岩からなる地層

である．下位から大屋・深月・南田平の3累層に

分けられ，とくに大屋累層は，佐世保層群に比較

してかなり多量の凝灰岩・凝灰角礫岩拾よび礫岩

を含み，激しい火山活動があつたことを示してい

る．

　5）　平戸層：　　地域北西部で野島層群のう

えに不整合にのると考えられているやや固結度の

低い優白色の砂岩・礫質砂1岩。砂質シルト岩の優

勢な地層である．その詳細については・な拾わか

らない点が多い．

　6）　八■久保砂礫層：　　本研究地域のほと

んど全域にわたつて分布する砂礫を主とする地層

である．第三系との関係は著しい傾斜不整合であ

る．砂礫層の礫は一般によく円磨されている．凝　　　1

灰質層や粘土質層が砂礫層の間にはさまれること

もあり，層相や厚さが水平カ向に連続しないこと

などから総合的に判断すると，三角州性堆積物と

もひん海性堆積物とも考えられるが，重だ解決さ

れている部分は少ない．

　7）　平戸島火山岩類：　　平戸島には・前述

の平戸層を不整合に覆って，平戸島火山岩類が分

布し，さらに玄武岩溶岩類に被覆されている．こ

の火山岩類は，北部の黒雲母・角閃石石英安山岩

を除けぱ，大きく上下2つに分けられる・下位は

主として角閃石輝石安山岩質の凝灰角礫岩拾よぴ

溶岩から構成され，全般的に変質作用をうけ，一

見，緑色凝灰岩様で，ところどころで硫化作用を

受けている．下位の岩体は，島の中央部に広く分

布し，田崎・宝亀地すぺり地の主因をなしている．

上位は主として輝石安山岩とその凝灰角礫岩拾よ

び溶結凝灰岩から構成され，溶結凝灰岩ぱ島の南

半に，他は島全体に広く分布している・
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図＿3　北松浦玄武岩類の基底面の高さ　今丼・沢村・吉田（1958）より

　　　下位の砂礫層は八ノ久保砂礫層のこと
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馬込・立石・高越等の坤すぺり地は，輝石安山岩

拾よぴ凝灰角礫岩地域に主因があると推定される．

　8）　田助挾亜炭凝灰質岩層：　　平戸市田助

に，小区域にわたつて含亜炭層が，安山岩類の上，

玄武岩類の下に分布している．厚さ30m前後で，

下位から凝灰角礫石・砂岩・亜炭（山丈1．1m，

炭丈O．5m）拾よぴ凝灰質泥岩からなり，北西に

向かつてぺ前後の傾斜を示す．時代は，植物化

石から鮮新世とされている．

　9）　北松浦玄武岩類：　　八ノ久保砂礫層を

平行不整合に覆つて，この地域を含む北西九州＿

帯に広く分布し，広大な溶岩台地を形成している．

岩石は玄武岩質の溶岩・凝灰角礫岩・岩澤凝

灰岩在どで，砂礫層や砂泥・粘土層が挾まれ，

Kurasawa（1967）は火山層序学的拾よぴ古
磁気学的カ法によって5つのグルーブに分けて拾

り，全体として鮮新世中期から更新世にかけてか

なり長い時代を逸じて活動したものと考えられて

いる．

　10）その他のオ四系：　　本研究地域の河岸

段丘堆積物は，潜竜付近に著しいものがある以外

には，小規模のものがときに認められる程度であ

る．また沖積層の分布も僅かである．崖錐堆積物

は，玄武岩台地の周辺で，地域によつてはかなり

広範囲に第三系を覆つて分布している．この崖錐

堆積物の分布状態を地すぺり現象と関連させてみ

た場合には，竹原（1956）・岩橋（1962）

軸の南東側に平行に走るゆるやかな背斜構造が認

められる・断層は・楠久断層を除いて大規模なも

のは少なく，地層は非常に安定している．

b）　国見山断層以南：全体として，ほほ東西カ

向の走向をもつて3。～4。の傾斜でゆるやかに

北方に傾斜する単斜構造を示すが，佐々川断層に

近接してこれに平行に走る非対称の向斜軸がある．

また，地域東端の有田川に面する山腹では，西に

向かう20。以上の傾斜が認められる．断層には，

芳ノ浦・賞観・泉福寺・針尾断層その他が挙げら

れる．左石北カには小断層の密度の高い部分があ

り，小規模の盆状構造やドーム状構造も認められ

るが，全体として安定した地塊であるということ

ができる．

　2）　鹿町半ドーム構造区

a）　佐々川断層地区：　佐々川断層と，平野・

志方・高崎の各断層にはさまれた地区で，’小櫓曲

構造が認められ地層の傾斜も30。以上を示す場

合がある・全体として．佐々川断層の生成に直接

関係があるとみられるじょう乱帯である．

b）　江里安定地区：　平野。志方・山野田の3

断層にかこまれる地区で断層も少なく，地層の一

般走向は東西ないし東北東一西南西で，3o～

10。で北方に傾斜するというきわめて安定した

地区である．な拾，地区の周辺部で上記の3断層

に近接して，若干のじょう乱がみられる．

C）　盲目原断層地区：　山野田・永ノ島両断層

などの地質図で玄武岩類として塗色している部分，にかこまれた地区で，無数の中～小断層が網目状

あるいは第三系として塗色されている部分には，

実際は地すべり地塊内のいわぱ岩屑層として取扱

かわれねぱならないものである．

　3．地質溝造の概要

　本研究地域の地質構造は，含炭第三系と八ノ久

保砂礫層，’さらに北松浦玄武岩類とでぱ著しい差

が認められるが，含炭第三系についてみると，こ

の地域中央を北東から南西に斜断する佐々川衝上

断層によつて東側の世知原盆状構造区と，西側の

鹿町半ドーム状構造区とに分けられ，それぞれつ

ぎのように細分されている．

　1）　世知原盆状構造区

a）　国見山断層以北：　一般に南北ないし北北

東・一南南西の走向が優勢で，10。内外で西方

に傾斜する。調川付近では北東一南西に走る向

斜軸が認められ，その北西側では地層は南東方～

6。～10。の角度で傾斜する．さらにこの向斜

に発達し，全体として断層地帯を形成している．

地層は・一般に北西に5。～20o傾斜している．

d）　鹿町・矢居地区：　永ノ島断層以西にある

鹿町半ドーム構造区の主部で，地層は一般に海岸

に向かって1ザ内外傾斜しているが，外側へ行

くにしたがつて傾斜は急になるという特性をもつ

ている・断層は放身寸状排列を示し，この構造区の

特徴となっている．

　八ノ久保砂礫層の構造は，巨視的にみてN40．

Eの走向で僅かに北西に傾斜（約ゴ）している．

岩橋（1961a）は八ノ久保砂礫層基底の等高

線図を描いて拾り，その中に見掛上背斜・向斜に

類する起伏が認められ，図一4にその起伏状況を

示して拾いた．さらに僅かなドーム状構造や盆状

構造がある．佐々川断層・楠久断層・国見山断層

等の主要断層は，八ノ久保断層に落差を与えてい

る・これらの事実を総合してみると，現在みられ
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　　ゼ㍗～一ブく、！

　　　　）　ρ

　　伽、註．

　　　　　　ノ！、興

　　　　　　　1チ

3遠秦川

．　／
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　　　o　　　一
　　亀11．
　　　　’
　　　　．

1．八ノ久保砂礫層基底

　の見掛上背斜

2．八ノ久保砂礫層基底

の見掛上向斜

3．北松浦玄武岩

4．崩積層の分布範囲

5．主要断層

6．その他の断層

7．第三系の背斜

8．第三系の向斜　　　　　　、

ド

一’＿一一一一一4

－5
！一6

図一4

→一7＿十一8

地質溝造概念図

る砂礫屑の起伏は，必らずしも堆積肖時の原地形

を表現しているとはいえず，その後の補曲運動や

断屑運動の影響を受けているとみなけれぱならな

い．

　北松浦玄武七類の構造はさらにわかつていない・

しかレ，主要断層の中には，北松浦玄武岩類に落

差を与えているものもあり，さらに図一3の基底

等高線図をみると明らかに地殼連動の影響を受け

ている．

　沢田（1956）は，世知原盆状構造区の第三

系の柵牒け，｛彼杵γ島の背骨をなして広く露出

する変成ギ1類で，有出川以東の花閉篶類を基盤と

する伊フゴ弔微椚曲帯に比較して某撚が若干沈降し

ているために第三系が安定した構追をホしている

と考え，さらに佐々川断層は，北州力庁1］からの側

r｛がかたい変成岩地塊に第三系を衝上させた結果

できたものであるとしている．しかし，含炭第三

系，八ノ久保砂礫層，北松浦玄武宕獅の構造に影

響を与えたものの考察は、今後解決されなければ

ならない大きな問題であり，北松型地すべり総合

研究の中心課題の1つである一

　4．地すべりの分布

　本研究地域内の地すべりの記載があらわれたの

は，経済審議庁（1952）の調査結果で，ここ

には長崎県下・佐賀県下あわせて19箇所の地す

べり地が挙げられている．（第2表）　これに引

きつづいて，長崎県地辻対策本部（1952）が

地すべり地の詳細な記載を報告したが（表一3）

（表一4），これは経済審議庁（1952）が挙

げている怖区を中心とした具体的在説明となつて

いる．

佐賀県側では，昭和32年7月の人形石山地すぺ
りを契期に，従来重とめられてきた結果が公刊さ

れた．この締果を含めて，今井・沢村・吉田

（1959）は，伊万里図幅地域にかかる本研究

地域の地すべり地を17箇所示している（表一5）、

　地すべり等防止法が施行されて以後は，本研究

地域内の地すべり防止区域指定箇所は毎年その数

を増して倉り，現在はつぎのと拾りとなってい

る．（表一6）

　5．地形と地質との関係

　一般にある地域の地形は，その地域内に営書れ

た侵食作用の経過をすぺて記録しているものと解
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番県
号別
1

2　佐
31賀
4，

5■

6I

7．

8　長
9
10

11＝

12

13

141

161
。。1

。。■

19

北松型地すぺりと地質構造との関連性について一既刊資料による予察的研究
黒田・松井

　流域河川名　所在地　　　　　　　箇所名
幹川名渓流名　　　郡　　市■町　　村≡大　　字
　　　　　　　　　　　　　　　　　一黒牟田川　境　　川　鳥帽子　伊　万　里　　（二　里）　大　　　星i

有田川　　　　古子1　〃　　　　〃　　中　　里1

㍍．I．I　llj∴l！ガ∴．
調川川　　1白井免1松　浦i（調川1）「白井免＝
佐々川銅田川長田代北松浦■世知原長田代
志佐川佐々山川柏木1松　浦（上志佐）■柏木免」
松本川　　　　松本北松浦生　　月．松　　本1
今福川　　　　　1白　木、松　　　浦一（今　福）　白　　　木．
　　　　　　　　　l　　　　i　　　　，
　　　　　　1木場．　・　±　・　木　場．
調川川　　　　　　堀切峠■　　〃　　　（調　川）．堀　切　峠■

江迎川　　　猪謁北松浦江　迎猪　　調，
佐々川　　　≡佐々≡北松浦佐　　々1／」浦抑田木場
桃太谷　　　　大屋■北松浦■鹿　　町■大　　屋
相1備川小川内川！上／1州佐世保皆　瀬上小川内≡
　　　　　　　　　l　　　　　1海　岸　　　雇尾松　　浦■（今福）雇　　尾
　　　　　　宇瀬北松浦生　　月字　　瀬
　　　　　　殿水　・　i　〃　．殿　水
　　　　　　元触〃■〃元触

備　　　考

（潅1済審議庁）

「郡市：町　村
■■ 地区名備　　考 郡市1町　村 地区名 備教」・貫の1梯争

　■1＝松浦｛今福） 白　　木 北松溝 止■1 生　月 松　本 F
　■2＝　〃

〃 木　　場 2 〃 〃 元　触 D
3 〃 〃 雇　　尾 3 〃 〃 殿　水 D
4 〃 （調川） 白　　井 4 〃 〃 宇　瀬 B
5 〃 （志佐） 白浜免遠見1 5 松浦 （今福） 木　場 B
6 〃 〃 桑木原 6 〃 〃 白　木 C．B
7 〃 （上志佐） 栢　木 7 〃 〃 雇　尾 A
8 北松浦 世知原 長田代 8 〃 （調川） 白　井 D
9 〃 〃 赤木場 9 〃 〃 堀切峠 B
10 北松浦 佐　　々 木　　場 10 〃 仕志御 栢　木 B
11 〃 〃 栗　林1 11 北松浦 江　迎 猪　調 G
12 北松浦 鹿・町 大　　屋 12 北松浦 佐　々 G

（野田光雄による） 13 北松浦 世知原 長田代 E
14 佐世保 （皆瀬） 上小川内 A．G
15 〃 〃 里見池 G

（野田光雄による）

（小貫義男による）
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（東11I代）

十．．⊆一1）．！ダ堕f

川1矢u原■．北

　（榊　■木）

西大久保』「ル27年3月，昭32年7月大地すへり

平木場丁昭26年，昭26年2月大地すべり

立　　　岩　大　5年

東分．大11年
城山南麓昭26年
　　峰1昭32年7月
川　内　野「昭27年6月

辻　　　堂昭28年3月

1人久保1昭26年8月
一大久保南力　昭28年

∴　　　　昭26年
　　川　内

杣　　　当

ヂー6 地すぺり！1いHく域指定箇所数

今井・沢村・吉田　伊万里凶幅

1■」㌔

」

門

｛　一出」・≡　設汽

一ア、1…1∴」■「†一…

．い川い

　・1’・　グ

’ド　／j

　lll　’ゴ

ド∴
i．．

1一ポ
　仰　々

i．・・」・f乍々

1晩町
r　fノ■州呆

2
19

5

5

3
4

1

4

2
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　　　　　農林
（農地）　　（林野）

4

1　　　　　4

14　　　　2
　6

　　　　　2

　　　　　1

　　　　　1

　　　　　3

2　　　　　3

　　　　　1

2　　　　　1

‡印は1音1∫域のみ

弔・1され，とくに地質の構成と地形とを舳合せてみ

ろと，その地域の地僻の昇降地幼に加えて岩楠ご

との侵食型人の差がそのま重地質時代から現在ま

でしつ絆括として表現されているとみてよい．した

がって，地すぺりに特有の地形があれば，その地

形を細かく摘山することによつて1地域内の地す

べり活動史が，

坤史一一地形発

達史として把握

することができ

る．

　本’研究地域の

地形の特徴は，

’まず玄武岩の溶

岩台地が広く発達

していることで

ある．その台地

表而の＾さは，

すてに前項での

べたように，研

究地域南東部て

最も＾く，全体

としてゆるく北

西にf頃斜して川

平町地区で’撮低

となり，さらに

牛月島に1～つて

やや高＜なつて

）、く．そうして，田平町地区では，∴武え：の水吹

は海水準以卜1となっている。

　地域内の河川は，、㌫佐」1卜江迎川・作々川・榊

ノ浦川その他の土流があり，これらの河川は源流

部を除いて玄武判台地を深くえぐゲその下の第

三系にまでくいこんで流れている・玄武岩台地の

縁では，100～150mの高さの急斜面が形成
され，さらに第三系の分布する地域でも所により

150mに近い急斜面が形成されており・ごく新

らしい地質時代に地盤の隆起があつたことをア］くし

ている、

　つぎにこの研究地域の地形にみられる特徴は，

壮塚（1954）も指摘したように・山麓緩斜面

状の平担地が認められることである．この平担地

はとくに玄武岩の分布範囲と第三系の分布範囲と

の境界f，t置に傾斜変換線をもつ場合がとくに発達

が著しい．この山麓緩斜面には通常崖錐堆磧物が

のっている．

　黒旧・岡（1967）は，一平戸島・生月島およ

び佐費県下を除く本研究地域主要部に拾いて1空

中㍗真から地すべり満落崖と判読される地形を摘

山した（図一6）．この結果をみると山麓緩斜面

の発達状況と基盤の第三系との構造の間にはひと
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生

月

皇

十平。
　　　　！ア
　　　　き

∠△㌧／

々 ボ㌻

02468／0ム，，1

’≒三1ユ
　　ニ■艶、1

　’

一一　　　　　　　　　　　　ハ

ぷ4々叩蔓∴二・仁1
　　　　ぎ　・　　　　□・
　も
　　　睾　　　　一．一、□・

岬一5 地すぺり防1ト区域分布凶（玄武讐類の分布は20万分σ）1
地質［州鮭ガ唐津・長崎によ“）て二

1．　A一パ第14Nの地質断伽線　11－B’第15閑の地質断｛線
2．　　1｝中辛責土也び）上童ゲド

3　一〃1武デ：類の分布範開

4、地ナペり防一区域（輪廓は止確でない）

　〕○丈』川」竹があ1」，流れ洋の剖分が㌻けグの部つ1ブ

よりも発達が箸しい．そσ）典型はノガル；j」にとるこ

とがてきる・そうLてこ∫■山沌緩斜面がとくに広

く介達しているところに黒田・岡（1967’の
イ；片地形があろ．

　不汽地形の成因については，黒田・岡「1967）

の詐紬な記述にゆずり，ここでは，現に平山地す

へりが活動していく地形変化がその実例となって

いることだけを記してお・く．

　6・地域内地すべりの従来の研究と分類につい

　　て

　研究地域内の地すぺりを，その州」質構或にもと

づいて分類したものは，拾そらく小貰（1952）

が最初である・小貰（1952）は，長崎県Iト’の

地すぺりを，地質構成からつぎのように分類した

（図一7）

　1）　A型：　　含炭第三系・八ノ久保砂礫層

　北松浦玄武岩類が重なつている場合に，玄武岩

の中を浸透する水の流動に伴なって玄武岩の急斜

面で割れ目が大になり，遂に安定を失つてすぺり

グちるものである■il」町に含炭第二系のギ（もす

べり落ちることになるが，簡巾な場今には砲）礫．尚

が押し出される程度である．この型は山くずれの

要素ももっている．

　2）　B型：　　含炭第三系のうえに玄武宕類

がのっている場合に，含炭第I三系のむ石のL而に

粘十層が生じ，判イ川体も脆弱になっている．玄

武岩中の割れ目に沿つて地■卜’水が流鋤する問に麺

裂が榊人し，安定を失って玄八パ類がすぺり落ち

る．これも山くずれの要素をもったものである．

　3）　C型：　　含炭第三系からなる山の急斜

巾1には，崩砧層（バ1錐堆積物と同じ）が堆積して

いるが，玄武宕類と含炭第三系のお石との境界位

置から湧1一する極めて多量の水が地下水となって

崩積層の中あるいは崩積層とその下のr芋炭第三系

との不整合面に沿つて流動し，その間に地すぺり

が起るもの．

　4）　D型：　　含炭第三系のうえには崩積層

が〃く堆積している．含炭第三系の上而は，ふつ

う緩傾斜から急傾斜に移っているが，その上に崩
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4．地すべりの滑落崖（写真判読による）

図一6 地すぺり地形分布図

手パ1コがある場合，傾斜変換部の上に乗っている崩

1∴屠の表而に魏裂がノ仁じ，地’下水の流動によつて

舳砧層がすべり落ちる・・一たん滑動が始重ると，

あとは順次緩傾斜部の閉積層までその運動が及ん

でいく．

　5）　L型：　　㌻炭第三系からなる岩盤の急

帥科而κ砂礫〃・｝錐屑・崩積層がのつている場

合に，地下水が浸透して，別盤の急斜面上にのつ

ている地層がすぺり川すものである．移動する区

域の．」二端には貌裂が形成されるが，区域の中央部

には魏裂は少ない．

　6）　F型：　　含炭第三系の岩石には節．理が

介達している．これに水が徐々に浸透して貢岩は

膨帳辛…1化し，あえいは溶解して糊状となり，そ

の矛災地層の傾余1のソ川」に細行が起る．

　7）　G型：　　沫度による陥没に伴つて山腹

の傾斜側に押出し移動するa型と，採炭により地層の

傾斜側に陥没・亀裂が小じ，このために含炭第三系の

地層がその傾斜の方向に移動するb型とに分けら二れる．

　」ソ．ヒのようであるが，A・B刷は山くずれの要

素を含み主として山地に多く，（r・1）・lO・F型

の地すべりは，含炭第三系の分布地帯に多く，G

型は鉱害に伴なう地すべりであるとした．

　岩塚（1954）は，この地域の地形の特徴，

ことに山麓面様の緩傾斜面の存在に注目し，緩傾

斜面の上にのっている玄武岩層が移動するもの，

含炭第三系の風化した表層も同時に移動するもの

含炭第三系の崩壌した物質だけが移動するもの等

の4つに分類した．

　中村（1955）は，この地域の含炭：第三系を

覆つている玄武岩類に節理がよく発達しているた

めそれに沿って風化しやすく，かなり深部にまで

脆弱な岩質となっている・そうして，その下に牽

る含炭第三系が玄武岩類よりも不透水性であるた

め，玄武岩下底を地下水が流動する場合が多く，

これが地すべり・山くずれの直接的，問接的原因

となつていることを指摘している．玄武岩台地に

生ずる崩壊がその下にある比較的軟弱な含炭第三

系を破壊するのは当然で，したがつてこの地方で

は，変動区域の上部が玄武岩類，下部が含炭第三

系というようになつている．このような変動の結

果形成されたと認められる急斜面（主として玄武

岩類）とその前下カに続く緩斜面（主として含炭

第三系）とからなる山崩れ地形はこの地カに多く

みられるが，現在地すぺりが生じているのは主と

して第三紀層からなる区域，すなわち1日崩土の中
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部ないし下部である．要するにこの地方の変動は

玄武岩山地に生じた山くずれを主とするものであ

り，その後含炭第三系の分布する区域に拾いて，

崩土の移動の生じやすい傾向をもっている．以上

の中村（1955）の見解は，地すぺり地形と地

質構成との関連を地域性として求めたものの始ま

りとみてもよい．

　野田（1957）は，この地域の地すぺり・山
くずれの特徴として，含炭第三系とこれを不整合

に覆う砂礫層の上にさらに厚い玄武岩類がのり，

山頂部は概して平担で，その台地状の山の縁は急

傾斜で谷に面して拾り，谷底には含炭第三系が露

出しているという地形・地質条件を挙げて，総じ

て台地の周辺が非常にくずれやすく，言た山腹の

急斜面にも崩土・岩層・崖錐層が厚く堆積して，

これも言たくずれやすいことを示している．しか

しこのくずれ以上に注目する必要があるものとし

て，含炭第三系中にある頁岩・石英粗面岩質凝灰

岩ないし同質の凝灰岩質頁岩が極めてよく粘土化

されて拾り，さらに砂岩のブロック化が著しいと

いうことが，含炭第三系からなる岩盤の層すぺり

型地すぺりを起すもととなり，玄武岩や砂礫層・

崩±層などのせたま・ま岩盤が滑動することを挙げ，

r北松型」地すぺりと命名した・野田（1957）

には，さらにr東彼型」地すぺりと命名したもの

があるが，両者は本質的に異なるものではないと

筆者は考えている一また潜在的な地盤の造構運動

を考慮の中に加えなけれぱならないと指摘してい

るが，その具体的な内容には触れていない．

　今井ほか（1958）は，伊万里図幅地域内の

地すぺりの原因として，当地域の含炭第三系は側

圧による造構造運動をうけ，さらに著しい地塊運

動を受けていること，とくに有田川流域は，伊万

里微摺曲構造区と世知原盆状構造区との境界に当

り，有田川以西の含炭第三系はさらに莫大な量の

玄武岩類の重圧を受けていること等を考えている

が，このことが直接地すぺりの発生に結びつくも

のか否かは今後に残された問題であるとしている・

　大島（1965）は，佐賀県に属する本研究地

域の地すぺりは，いわゆる第三紀層地すぺりと認

識されているが，必らずしも第三紀層（含炭第三

系）に主たる原因があるとはいえないし，とくに

第三紀層と地すべりとの関係については

　1）　頁岩に富む地層の分布地域に拾ける流れ

　　　盤型地すぺり

　2）　砂岩に富む地層の分布地域で，断層に近

　　　接した地区の地すぺり

　の2つの型があることを示している．　　　　　　・

　長崎県の記述によれぱ，本研究地域内の地すぺ

りを接触面地すぺりと層すぺりとに分けた．この

中で，層すぺりの特徴として

　a．崩落崖の滑落状況が陥没現象をたどる

　b．地下水の供給源が地すぺり地の脊後にあっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　　て崖錐内に流入しその量が非常に多い．

　C．階段地形の台地は，第三紀層上部に起伏の

　　波が多く形成され，ために地下水の流路とな

　　り，地すぺり方向とも一致する．

　d．地すぺり面は深く，翁裂発生が顕著ではあ

　　るが，比較的単一なすぺり面の場合が多い．　　ト

　という点を挙げている．ここでは，粘土が生成

される位置を重視しているが，第三紀層と崩積土

との接触面（要するに不整合面）に粘土が形成さ

れる場合が接触面地すぺりであり，第三紀層内に

ぜい弱な地層が存在して粘土化され滑動している

場合が層すべりである．

　以上のことがらを通じて，本研究地域には少な

くともつぎの4っの型の地すぺりが，その場の地

質条件を脊景として分類することが可能である・

すなわち

　（1）表土層，崩積層あるいは岩屑層などと呼ぱ

れるごく新らしい堆層物の内部，あるいは基盤の

含炭第三系と，それらの堆積物との境界にすぺり

面をもつ地すぺりで，黒田（1966）が堆積性

地すぺりとしたもの．

　（2〕第三紀末から第四紀にかけて噴出した火山

類の中，とくに溶岩と凝灰角礫岩などの火山性砕

屑物との境界付近にすぺり面をもつもの．要する
に火山岩類の分布する地域の地すぺり．注）

　13）含炭第三系の中にすぺり面をもつ層すぺり

型の地すぺりで，狭義のr北松型」と称するもの

は1＝の分類に入れられる・

　（4）含炭第三系の中にすぺり面をもつが，地層

の傾斜のカ向と斜面の方向とが逆になる受け盤上

の地すべり．この場合に・含炭第三系と・その上の

砂礫層あるいは火山岩類との境界位置がすぺり面

になることもあるが，同時に基底の含炭第三系も

破壊するもので，詳細がわからない場合が多い．

　実際は，以上の4つの分類がさらに組合わさっ

た型態をとるので，個々の地すぺりを吟味するに
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図9　吉井南東方地質推定断面図

は・徴細在地質の資料をさらにくわしく検討する

必要があろう．な拾、小員（1952）の分類を
1＝び）（1〕。（2〕，13〕，（4）に当てはめてみると，

　l1）はC型，D型，E型
　（2〕はA型，B型．

　13〕はF型で，G型もこれに相当すると考える．

　（4〕はA型拾よぴB型の1部のものに相当する．

　図一8は・本研究地域内で最も著しい不斉地形

をもつている吉井町南東方の菰田一吉田を結ぷ

地形断面図に既存地質図から読みとる地質を入れ

たものであるが・孤立した玄武岩類の小丘は，G

型の断面図によく似て拾り，地すぺりはケスタの

流れ盤上でぱその基本はF型であつて，玄武岩類

の割れ目は，地盤のF型の移動に引きずられた結

果とみてもよい・重たヶスタの受け盤側ではA型

あるいはB型のものが期待される．

　図一9は，白井一久原を結ぷ地質断面で，現
実に白井地区ではE型の地ナペりがあり，A型の

地すぺりもその痕跡を残している．寺上・東分地

区は顕著な不斉地形があり，ケスタの受け盤側の

斜面である寺上の対岸の延長に，人形石山の地す

ぺり跡がある．

　τ　地すペリの予知に関する間題

　前項で・研究地域内地すペクの地質からみた分

地質推定断面図

類に触れてみたが，ここではさらに地質構成から

みた発生機構，さらに地すぺりの予知について，

問題点を挙げてみたい，予地の方式には3つの段

階があり，それは黒田（1968）が論じている

この3つの段階を当つてみよう．

　すでに記述したように，たとえぱr人形石山地

すぺりキ「平山地すぺり」とでは，その活動型

態の問に大きな差が認められる一す在わち，前者

は相当量の降雨直後に急激な大崩壊を起して拾り

後者は・いつとはなしに山に翁裂が発生し，山が

すぺり地面が割れ，その間に少なくとも3カ年は

経過した．このような活動型態の差は結局，地質

構成の差からくるものであり，前項でのぺた筆者

の分類では，典型的なr北松型」受け盤上の地す

ぺりと「北松型」流れ盤上の地すぺりに入れられ

ている．

　黒田室住（1969）は，佐賀県藤津郡太良
町大浦地区および里地区で，昭和37年7月の集

中豪雨で発生したoがけくずれ・の機構に関し，

下位に火山砕屑岩，上位に溶岩があるという地質

の構成で，しかもその境界面の傾斜が山腹斜面と

逆方向にあるところの特性をとらえてみた．この

機構を，人形石山などの受け盤上の地すぺりと比

較してみると，きわめて類似していることが見う

けられる．

　つぎに長崎海洋気象台の資料によれぱ，長崎県

北松浦郡地方の地すぺり現象は，300m以上の

継続的降雨によつて顕著になり，500m以上の

継続的降雨によって大きを山くずれが起るという

結論になっている．これも，黒田・室住（1969）

がのぺた場合と同じような地質構成と降雨条件で，

同じようを現象が発生したという裏付けにをると

ともに・堆積性地ナペりの誘因としても充分考え

られることである．したがって，地ナペ少現象を
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予知する場合にも，1つは誘因となる降雨の予知

と，素因としての地質構成が，たとえぱ佐賀県太

良地区の例と同じような，すなわち下位に不透水

性の岩石があって，その上に水を含みやすい岩石

（未固結の堆積物も含めて）がのつて拾ゲその

境界が山腹傾斜と逆カ向に傾斜している場所を摘

出すれぱ第1近似の予知は可能とみてもさしつか

えない．しかしこれを第2・第3近似の予知に高

めるには，さらに鉱物学的その他のカ法を加味し

なけれぱならないであろう．

　層すぺり型の地すぺり，の場合には・その予知

は甚だ困難である．これをケスタの流れ盤上の岩

盤内にすぺり面をもつ層すぺりとみた場合には・

その比較を黒田（1964）が記述した能登半島

基部の地すぺり地帯にとることができる・黒田

（1964）は，ケスタ地形の流れ盤上に発生し

岩盤内にすぺり面をもつ層すぺり型地すぺりは，

能登半島基部によく発達するケスタ地形を形成す

るそのものであり，侵食の基準面が変化しない限

り，1っの地区を限るとその範囲内ではただ1回

しか発生しないものであるとしたが，本研究地域

にこれを当てはめると，黒田・岡（1967）が

報告した不斉地形は，層すぺり型地すぺりによっ

て形成されたケスタの流れ盤上の地すぺり地形で

あり，その中で現在すぺり残している部分がたま

たま変動を起しているのが「北松型」地すぺりで

ある．能登半島基部ては，昭和38年7月の山陰
・北陸豪雨の際に，永見市胡桃地区で大規模な層

すぺり型の構造性地すぺりを起したが，これは誘

因がはっきりした例である．本研究地域では，鴛

尾岳にしても平山地すぺりにしても誘因がはっき

りしないので，「北松型」地すぺりに関して誘因

の予知をもって地すぺり現象の予知に代えること

すら困難である．素因から考察した場合には，粘

土化し，すぺり面となるような凝灰岩質岩石の立

体的分布だけでな＜，粘土化作用の速さを，岩盤

中の割れ目の形成速度，ないしは地盤の昇降・曲

隆運動までを含めた新らしい地質時代から現在ま

での地盤の変動状況をもとに細かく検討しなけれ

ぱならない．

　8．　ま　と　め

　いま言でに，北松型地すぺりと地質構造との関

連性を主として既刊資料から考察してみた・とく

に地ナペり現象をその予知の問題とからませてみ

た場合には，地質の構成にコントロールされた地

形を鍵として過去の地すぺり活動の痕跡を摘出し

たのちに，地質構造や地盤の運動にもとづいた地

形発達史をあみ出す必要がある．

　しかし，当地の地質構造や地盤の連動に関して

は，そのきめ手となる第三系の多くが玄武岩類や

崖錐堆磧物に被覆されているために不明確な部分

が少なくない．さらに地すぺり活動の素因あるい

は誘因となる地下水を集めやすいような地質の構

成や，断層や岩脈の存在あるいは第三系と玄武岩

類の間に狭言れる砂礫層の内容がくわしく検討さ

れる必要があり，この点は，本総合研究の中で再

検討されるので，その結果をまって，新らしい考

察をする予定である．
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